
 

 

 
 

  

 

 
 

 
 

 令和 7年 7月 23日（水） 

  会場 寄居町商工会Ｓｐａｒｋ 

 

 

 

 

第 2773回例会 

 

 

 

 

 

 

 

司会 小宮 俊光（SAA） 

点鐘 下条  誠会長（12：30） 

ソング 君が代 奉仕の理想

お客様  

 国際ロータリー第2570地区 ガバナー坂口  孝さん 

           ガバナー補佐 橋本 和行さん 

            地区副幹事 菊池 俊介さん 

 

１．会長の時間           下条  誠さん 

皆さん、こんにちは。早速ですが、今日は家庭菜園の話

を少しします。今年から本格的に私は家庭菜園を始めまし

た。本格的にとは言っても家の庭が狭い

ので、１ｍ四方の枠を作り、そこに培養

土を入れて苗木を植えたり、種をまいた

りしたぐらいです。その他にプランター

を１５個ぐらい用意しまして、そこでい

ろいろ栽培等を始めました。なぜ家庭菜

園を始めたのかといいますと、理由はいろいろありますが、

一番の理由は、私はあまり体を動かさないので、体動を動

かしてより健康になろうと思ったのがきっかけです。他に、

私の住んでいる熊谷の玉井の自治会の役員の方のほとん

どが近所の畑を借りて野菜作りをしていまして、その役員

の方みんなが、本当にタフで健康なのです。役員の方の年

齢は、みなさん６５歳以上から７５歳ぐらいの方ですが、

その方々を見て、多少なりとも農作業をしている人の体力

というのは、普通の人とはちょっと違うかなと感じたから

です。まさに今の時期、夏になりますと、自治会の盆踊り

の準備で毎週会議をして、その後軽く飲んで、次の日の朝、

朝早く役員の方は畑で農作業をしています。盆踊りの一、

二週間前から盆踊りのテントや櫓を設営始まります。設営

をやっていても、正直若い方の私は熱中症になる手前で本

当にヘロヘロになってしまいますが、この役員の方々は、

つらそうな顔はしていますが体はしっかり動いています。

この姿を見て、日ごろから農作業している人はすごいなと

感じたからです。その役員の方が耕している畑とは、３ｍ

四方の畑で、よくある市民農園のような感じです。そうい

った畑のシェアのようなところを借りているようです。た

だ１人の方は、畑を一反、１０００平米を相続した関係で

本格的にやっている方もいます。その方からよく野菜をも

らう機会があり、無農薬で栽培しているということで、無

農薬なんで安心して食べられるということと、朝どりのと

りたて野菜なのでスーパーで買うよりは鮮度が良く、おい

しく感じます。 

私の家庭菜園で栽培しているものは、スナップエンドウ、

絹さや、きゅうり、トマト、プチトマト、青しそ、サニー

レタス、ズッキーニ、パセリ、三つ葉、春菊などです。三

つ葉と春菊は産直で根っこ付きのものを買ってきて、それ

をプランターに植えておいたら、葉っぱが生えてきて、ま

た取れるようになりました。スナップエンドウは、プラン

ターに種を植えて育てていまして、最初は葉もいい勢いで

育っていて調子がよかったのですが、急に葉の色が悪くな

り始め、原因等を調べてみましたがよくわからなかったの

で、酢を希釈したものをスプレーすれば小虫などに効くか

なと思い、やってみましたが全く効果がなく、改善されま

せんでした。どんどん葉等が食べられていくので、何が原

因なのだろうと思い、よくスナップエンドウを見てみまし

たら、１センチくらいの青虫がいることに気づきました。

基本的に殺生はしないようにしているのですが、このとき

は青虫に殺意を覚えました。家の前が公園緑地帯になって

いるので、その緑地帯にその青虫を投げ捨てて対策等を取

りました。結局青虫が３匹ぐらいいたので、何か薬剤等を

使えばこういったこともないのだろうなと思いました。改

めて自治会で無農薬栽培をしている人は本当にすごいな

と感心し、家庭菜園の私がこれだけ苦労しているのに、１

０００倍以上の広さの畑を管理しているなんて想像もつ

きません。結局スナップエンドウはで、多少復活しいくつ

か実はなってくれたのですが、悲しいぐらいの数しか最終

的にはなりませんでした。その後、キュウリなどはそこそ

こうまく栽培できましたが、最初は非常に形のいいものが 



なったのですが、４本目ぐらいから曲がってしまったり、

黄色くなってしまったりしています。ズッキーニは、花は

たくさんあるのですが、全く実がなりません。ズッキーニ

は雌花と雄花があるらしく、雌花が咲いたら、雄花の花粉

をつけて受粉させると実ができるということなんですが、

雌花が咲かないので未だに収穫なしという状態です。サニ

ーレタスはどんどん育ちましたが、食べてみたら苦すぎて

食べられませんでした。多分このサニーレタスは、ダイソ

ーの種を買ったので品質が悪かったのかしれません。青じ

そは、冷汁が好きなのでたくさん取ろうと思い、プランタ

ー以外にも庭の隙間などにもたくさん蒔きましたがあま

り育ちませんでした。小さいうちに虫に食べられてしまい、

ほとんど成長していません。家庭菜園での冷汁はおあずけ

状態となっています。トマトとプチトマトは、６月の下旬

から本日に至るまで定期的に収穫できていまして、プチト

マトはわき目が出てきたら、間引きして、それを土に挿し

ておくとまた根付いて実が育ってくれるので、どんどん増

えてきています。最近発育がいいのがヘチマです。ヘチマ

もタワシにするヘチマとは違って食用のヘチマです。沖縄

料理のチャンプルー料理にあるナーベラーチャンプルー

の具になる品種を育てています。 

私の家庭菜園の近況報告となってしまいましたが、自分

の健康のためにと思って家庭菜園を始めましたが、野菜な

どの食べ物は簡単に作れるものではないということをあ

なた改めて学び、飽食の時代の時代で食べ物はあふれてい

ますが、食べ物を大事にしていこうと改めて思いました。

改めて自分の食料を毎日供給してくれている農家さんに

感謝しようと思いました。特に自治会の方で無農薬栽培で

野菜をくれる方は、みんなの健康のためになると思っての

信念のもと、大変手間がかかる作業を行い野菜を作り、私

たちに提供してもらえることに深く感謝することができ

ました。 

前回もお話しましたが、人間の体というのは食べたもの

でできていますので、よりよい食事に心がけ、会員の皆様

がより健康になり、毎回万全の体調で例会に出席するよう

になれば嬉しい限りでありますとともに、クラブが活性化

していくことにも繋がると思いますので、益々の皆様のご

協力をよろしくお願い申し上げます。会長の時間は以上で

す。本日もよろしくお願いいたします。 

 

２．幹事報告            荻野 真仁さん 

それでは幹事報告をします。今日の幹事報告は、この後

の流れについてまず説明をします。 

本日例会が終わり、点鐘の後休憩す

ることなく写真撮影をします。前方の

机等を移動してここで撮りたいと思い

ますので、設営を皆様ご協力ください。 

その後時間があれば休憩を入れ、お

おむね１時４０分から約１時間、協議

会を行います。席とテーブルについては今と同じ状態でよ

ろしくお願いします。３時までには全てを終了させる予定

ですので、長時間にわたりますがご協力をお願いし、本日

の幹事報告とします。ありがとうございます。 

 

３．委員会報告 

（１）出席推進委員会        清水 浩一さん 

例会日 総員 欠席 出席 ＭＵ 出席率 

７月23日 ３４ ８ ２６ ０ ７６．４７％ 

７月１６日の修正出席率 ８５．２９％ 

 

（２）ニコニコボックス委員会    吉田 昌弘さん 

下条  誠さん 第2570地区ガバナー坂口孝様、ガバナ

ー補佐 橋本和行様、地区副幹事 菊

池俊介様、ようこそ寄居RCへ。本日は

寄居RCの雰囲気を楽しんで行ってくだ

さい。 

荻野 真仁さん 坂本ガバナー、橋本ガバナー補佐、菊

池副幹事様、本日ご指導よろしくお願

いします。 

松本 幸男さん ガバナー坂口孝様、よいこそ寄居RC

へ。本日はご指導のほど、よろしくお

願いいたします。ガバナー補佐 橋本

和行様、地区幹事 菊池俊介様、本日

はありがとうございます。 

荻野 幸一さん 坂口ガバナーさん、公式訪問有難うご

ざいます。御指導、宜しくお願いしま

す。 

吉野 泰久さん 先日の「朝顔まつり」ではクソ暑い

中、津久井さん、押田さんご苦労様で

した。LINEのおかげで「良い買い物」

ができました。完売できましたか？ 

佐橋 正行さん 坂口ガバナーようこそ。本日はよろし

くお願いします。 

小宮 俊光さん 坂口ガバナー並びにご帯同の橋本さ

ん、菊池さん、ようこそ寄居RCへ!!ガ

バナー、楽しくてためになるお話し、

宜しくお願いします。 

柴崎  猛さん 坂口ガバナー、橋本ガバナー補佐、菊

池地区副幹事、本日はようこそ寄居RC

へ。ご指導よろしくお願い致します。 

柴﨑  正さん 坂口孝ガバナーようこそ。寄居も暑い

です。寄居クラブも下条会長も熱いで

す。本日はよろしくお願い致します。 

清水 浩一さん ガバナー坂口様、補佐 橋本様、地区

副幹事 菊池様、ようこそ寄居RCへ。

ご指導よろしくお願い致します。 

清水 浩一さん ７／１９～２０富士山登頂してきまし

た。全員無事！…大変だったけどいっ

てよかった！ 



加藤 祐司さん 第2570地区ガバナー 坂口孝様、ガバ

ナー補佐 橋本和行様、地区幹事 菊

池俊介様、ようこそ寄居RCへ。本日は

ご指導よろしくお願いいたします。 

安齋治一郎さん ようこそ坂口ガバナー、橋本ガバナー

補佐、菊池地区副幹事。楽しみにして

いました。ご指導宜しくお願いしま

す。 

津久井大雄さん ２５７０地区ガバナー、      

本日は御指導お願いします。 

赤坂 匠康さん 坂口ガバナー様、本日は御指導よろし

くお願い致します。橋本ガバナー補佐

様、菊池地区副幹事様、灼熱の寄居Ｒ

Ｃへようこそ！本日はよろしくお願い

致します。 

松本 則之さん 坂口孝ガバナー、本日はよろしくお願

いいたします。 

吉田 正博さん 毎日暑い日が続いております。水分し

っかりととりましょう。本日は坂口ガ

バナー、橋本ガバナー補佐、菊池地区

副幹事の皆様、よろしくお願い致しま

す。 

小鮒 哲夫さん ガバナー坂口様、ガバナー補佐 橋本

様、副幹事 菊池様、ようこそ寄居Ｒ

Ｃへ。本日はよろしくお願いします。 

権田  功さん 坂口ガバナー様、本日はありがとうご

ざいます。よろしくお願い致します。 

高倉 隆綱さん 坂口ガバナー、橋本ガバナー補佐、菊

池地区副幹事、ようこそ寄居ＲＣへ。

本日はよろしくお願いいたします。 

豊田 康業さん 坂口ガバナー、橋本ガバナー補佐、菊

池地区副幹事様、ようこそお越しくだ

さいました。本日はよろしくお願いし

ます。 

押田 大助さん、坂口ガバナー、本日はロータリーについ

て勉強させていただきます。 

清水雄一郎さん 坂口ガバナー、橋本ガバナー補佐、懇談

会で色々なお話しが聞けて勉強になり、

有難うございました。 

福島  徹さん 坂口孝ガバナー、橋本ガバナー補佐、訪

問いただきありがとうございます。 

石井 彩子さん 本日は懇談会に参加させていただき、あ

りがとうございました。 

吉田 昌弘さん 坂口孝ガバナー、橋本ガバナー補佐、菊

池地区副幹事、ようこそ寄居ＲＣへ。本

日はご指導のほど、どうぞよろしくお願

い致します。 

 

 

 

卓話 国際ロータリー第２５７０地区  

ガバナー 坂口  孝 さん 

 皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただきました

川越ロータリークラブの坂口と申します。どうぞよろしく

お願いします。 

地区歴ですが、簡単にいいますと、最

初に赤坂さんのいる米山に２０１２―

２０１３年度から入りました。途中青少

年へ行き、２０２０―２０２１年度は地

区幹事、髙丹年度、前々年度はラーニン

グ委員長、前年度は柴崎大先輩と同じで同期のガバナー補

佐ということで、柴崎先輩はこちら第４グループで、私は

第１グループの担当ということでご指導いただき、そして

今年度からガバナーを拝命したという形です。そういった

中で先ほどから、たくさんのニコニコをいただき本当に恐

縮しています。ためになる話、あまりためになる話を一生

懸命やると、皆さん飽きてしまいます。つまらないよ。わ

からないよといつも橋本さんから難しすぎると𠮟られま

す。非常に砕いて言っているつもりなのですが、難しすぎ

るということなので、できる限り噛み砕いて話をしたいと

思いますが、通訳が必要になりましたら言っていただけれ

ば、隣に橋本和行という通訳がいますので、私に代わって

通訳をさせたいと思っています。どうぞよろしくお願いし

ます。 

まず、皆様にお詫びしなくてはいけません。６月に起き

たマリオ会長の辞任という前代未聞の事態です。皆様には

いろいろな情報が入っているとは思いますが、いろいろな

情報はさておき、皆さんにはぜひ公式見解、個人的な事情、

そして事業上の事情とご理解いただき、ご容赦ください。

急だったものですから、皆さん、おそらく年度事業計画書

を作成中だったと思います。早く作りたいのにクラブの事

務局さんにも大変な思いをさせてしまったと思います。国

際ロータリーも前代未聞で、いろいろな方に聞いたのです

が、今まで聞いたことのあるのは、こんな間際ではないけ

れど、エレクトロが亡くなったという事は１度あったそう

です。このような形での辞任というのは初めてということ

で、皆様には大変ご迷惑かけたということを、まずは国際

ロータリーに代わりお詫び申し上げます。本当に申し訳あ

りませんでした。トップが変わって、私もどうなるのかな

と思っていました。せっかく用意し、皆さんにも用意して

もらった、メッセージ旗。川越ロータリークラブはもうと

っくに買っていたのです。私も“Unite for Good”のバッチ

を買っていました。その後にマリオ会長辞任ということで、

それをどうするんだと思いましたが、メッセージの方はこ

のまま継続するということで、よかったなと思っています。

では中身どうなのかということですが、私が書いたメッセ

ージもありますが、全く変わってしまうと私の立場として

は、ＲＩの会長が言いたいことをほとんど無視して私の言

いたいことを言うことができませんので、これは困ったと

思っていたのですが、言っていることはほとんど同じだっ



たので何とかセーフという状態です。本当に助かりました。 

新しい会長はフランチェスコ・アレッツォという方です。

イタリアのシチリアの方出身の方です。シチリア出身とい

うと、ちょっとやばい人間かと思うのですがそうではない

です。ナイトの称号を持っているという事で、かなり素晴

らしい方です。残念ながら国際協議会で私がお会いしたの

はマリオ会長で、アレッツォ会長には会っていません。国

際大会でも日にちがずれてしまい私はアレッツォ会長に

は会えなかったのですが、これから会う機会がありました

ら、翻訳機を使いながらお話をしてみようと思っています。 

ではその内容ですが、最近の国際ロータリーでは、細か

く、こういうことを皆さんにお願いしますとは言っていま

せん。その中で一つの共通項だけ言わせてもらうと、マリ

オ前会長は要約すると「革新」「継続性」「パートナーシ

ップ」この三つを大事にしていました。アレッツォ会長は

というと、「友情」「信頼」「パートナーシップ」です。

一つは共通項ですが、二つが違います。ただ言っているこ

とはほとんど変わりません。「ロータリーを成長させる」

ということです。ロータリーを成長させるということは、

会員増強、強いクラブを作ってくださいということ。そし

てロータリーの基本を知らないと、ロータリーの枠から逸

脱する恐れがあるよ。ということを暗に言っています。要

は柔軟で新しいアイディアを受け入れてくれということ

です。噛み砕いて読むと、皆さんの頭の中に入れておいて

欲しいのは、「会員増強」と「クラブ活性化」です。要は、

強いクラブを作ってほしいということだと思います。意外

と誤解されますが、会員増強というと、会員を入れること。

もう一つは、ＲＩは絶対人頭分担金だけ欲しいんだよ、と

思ってしまいがちです。私が思っているのは、現在川越ク

ラブには１０３名の会員がいます。今年度の会長に「もう

入れるのをやめろ」と言っています。というのは、川越に

は４クラブあります。どうしても川越が増えていきます。

そして川越が増強すればするほど、残りの３クラブの会員

数が減っていくのです。新しい方は川越に入りたいと大体

そういう話になるので、私はうちの会長には積極的に会員

増強するのはやめた方がいい。周りのことを考えると、川

越が１０人増えても周りが２０人辞めれば結局マイナス

なんだよ。そういうことも考えなよ。という話をしていま

す。それでは何をやるかというと、今は若い会員が入って

きていますが、どこのクラブも老壮青がなかなか結びつき

ません。というのは、「ロータリーって何」と言ったとき

の時代が若い世代とご長老の間で違ってしまっています。

今いる若い会員たちは、ご長老の会員が言っていることに

は「何でそんなこと言うの」と思ってしまいます。ご長老

の方が育ってきたのは、「ロータリーは親睦と奉仕なんだ

よ。」というところが多かったと思います。しかし今の若

い会員が入ってくるのを見ると、どちらかというと奉仕活

動に積極的で、「ロータリーは奉仕団体だ。ボランティア

団体だ。」という方が非常に増えていて、そこでもうギャ

ップが出てしまっています。 

川越ロータリークラブでも、ご長老がいます。こうみえ

ても私より年上の方がかなりいますから、そういった方か

ら言わせると「ロータリーはボランティア団体じゃないぞ。

ふざけたことを言うな」というご長老もいます。ただそれ

を今日も副幹事で来ています、菊地にそんなことを言って

も、「いや今は違いますよね。今更何言っているんですか。」

となってしまいます。ですから、そこのところはご長老の

方にも、「今のロータリー」を学んでもらいたい。若い会

員には「昔のロータリー」を学んでもらいたい。どこかで

必ず接点があります。そこで結びついてもらわないと、必

ずそこで分断ができます。これは如実に数字で表れていま

す。今、かなり人数を減らしているのがアメリカです。本

拠地アメリカがかなり人数を減らしています。辞めてく人

Ｎｏ．１というのが、お年寄りの会員です。「今のロータ

リーについていけない。」と言います。川越でも数年前に

一旦そういう時期がありました。前に相原というパストガ

バナーがいました。そのときに、執行部は当然動きのいい

若い会員が主体になってやらなければいけないので、年配

の会員が端になりました。その時に私が呼ばれ「俺らはど

うでもいいのか。いらないなら辞めてもいいぞ。」とはっ

きり言われました。「そういう意味ではないですよ。ガバ

ナーも長老のことを考えて、逆に気を遣いすぎてお願いし

なかったんだと思います。」という話をし、今は、組織の

中ではどちらかというとアドバイザーという形で、本来の

委員会の形とか、地区大会の意義という若い会員にはわか

らないところがあるので、これをご長老の方にぜひ教えて

くださいという話をしています。若い会員たちにもそれは

真摯に受け入れてもらわないと、なかなかクラブが一つに

なって前へ進みません。そういった手法を取っていくとい

うのは、強いクラブということになるのかなと思います。 

会員増強が必要ではあります。ただ、あまり会員増強に

走るということも、そのクラブの事情によって違いますの

で、下条会長にはぜひ１回クラブ協議会みたいなものを開

いてもらい、もちろん戦略計画があれば戦略計画でもいい

ですが、クラブの適正人数って何人だろうと協議してくだ

さい。例えば、第１グループに志木ロータリークラブがあ

ります。そのＲＣでは、うちは４、５０人がベストだとは

っきり言っています。今現在５０名です。あとは何をして

いるかというと、クラブの中を強くしています。どうやっ

て繋がっていくのか、どういう事業をやってくのか。戦略

計画を年度事業計画書で拝見させていただきましたが、ガ

バナーをいつ出すかまでも、戦略計画の中に入っています。

ですから、例えば寄居もうちもやっぱり５０名だよなとい

うことであれば、５０名を目標にして頑張ってもらえれば

いいので、それ以上を無理に入れる必要はないが、入れな

くもない。ただ、退会者を減らしていった方が、私は、自

然に会員数が増えていくと思います。そうでないとやはり

いつになっても１０名入っても１５名辞めてくとなれば

マイナス５名ですので、ぜひ強いクラブを作ってほしいと

思います。 



数年前のデータで言いますと、国際ロータリーには世界

全体で１５万人の入会がありました。その年度やめたのが、

１６万人です。当然のことながら、自然減、お亡くなりに

なられたという方もいると思いますが、それにしても１６

万人が自然減ということは考えられません。ということは

何らかの形で退会をされたのだろうと思います。もしも１

６万人辞めている内の６万人が、自然減だったとしても、

逆を言えば１０万人はもし退会者がいなければ、１０万人

は増えているのです。ただ、そこを手を打たないからどこ

のクラブもどんどんどんどん減っていきます。悪循環です。

そして、クラブは年寄りだけでも駄目です。若い会員だけ

でも駄目です。老荘青というのは絶対に必要になります。

今うちのクラブに必要な年代はどこなのか。また、ご長老

の方にどこまでのご指導をいただくのか、ということをぜ

ひ考えてほしいと思います。 

では強いクラブとはどのようなクラブでしょうか。これは

あくまでも国際ロータリーが発表しているものではあり

ません。私が勝手に考えたものですから、それは違うとい

うことがあれば、聞き流し、そうだなと思ったなら、それ

に向かって何かやっていただくと助かります。 

新のクラブ、強いクラブのまず一番目。「素晴らしい人

材を多く育てることができるクラブ」 

二つ目、「会員の年齢バランス、入会年数のバランスが

整っているクラブ」会員の年齢層というのは若い会員ばか

りでも成り立ちませんし、年寄りだけでもなりたちません。

私なども、もう細かい作業とか、何か奉仕活動的なことを

一日中やるというのはキツくなってきていますので、そこ

のところは若い会員に頑張ってもらうとか、我々はどちら

かというと口だけ番長的に、こういうものだよと指導する

形がいいのかなと思っています。入会年齢のバランスが揃

っていると大体同年齢で固まることもできますから、そう

いう意味でもいいと思います。 

そして三番目。意外と大事なところです。でもおそらく

どこのクラブも大体できていると思います。「明るく、活

気に満ちた雰囲気があるクラブ」明るいだけのクラブは案

外あります。これは私から言わせると親睦活動なのですが、

「飲みに行こうぜ」とかそういうのが盛んなところは、明

るいというのはわかりますが、活気に満ちているかどうか

というのは、いまいち疑問だと思います。 

続いて四番目。「地域社会から尊敬されるクラブ」やは

り地域社会から、「さすが寄居ロータリークラブだよね。」

と尊敬されてないと、ロータリークラブが何かお願いに行

ったときに「もう勘弁してください。」となります。これ

はもう話になりません。ただ言うだけの、単なる仲良しク

ラブみたいなものになってしまいます。ロータリーの存在

意義はやはり地域から尊敬されるクラブだと思います。 

五番目。「会員にロータリー学習の場を常に提供できる

クラブ」先ほど３年未満の会員の方との懇談で最後にお話

したのですが、入会して１年は、ただただ会員の研修を行

うという話をしました。そして、いろいろな委員会に振り

分けられ勉強します。これは川越だけかもしれませんが、

川越はそのようにしています。ですから、今日３年未満の

方もいますが、先ほども橋本さんと話しましたが、イロハ

がわからないと、ＲＬＩという言葉がもうわからない、あ

るいは会長経験者と一緒にＲＬＩなどをやると怖気づい

てしまう。もうそこだけで行くのも嫌になるという方がい

ますので、私はできればＲＬＩは理事役員、あるいは５年

以上の方に行っていただき、５年未満はどちらかというと

ラーニング委員会が主催するセミナーがありますから、そ

ちらに行き、詰め込み式のセミナーを受けてもらう。そし

てその後出てもらってもいいのかなと思います。やはり多

くの場合ギャップがあります。例えば今日いた３年未満の

方と我々が一緒にＲＬＩに参加して、同じ質問をされて答

えを求められたとき、先にガバナー経験者など難しく話す

人が答えてしまうと、「え、俺無理。言いたくない。」と

いう気持ちが先走ってしまいます。そうならないように、

会員にＲＬＩで何らかの形で学習の場を提供していただ

くのもありかなと思います。 

そして最後になりますが、やはりどこのクラブにも伝統

と歴史があります。伝統と歴史を引き継ぎながら、しかし

案外あぐらをかいてしまう人もいます。常に新たなことに

挑戦意欲のあるクラブ、何でもいいから新しいことをやれ

ということではないのですが、先ほども言いましたが、今

国際ロータリーは本当に大きく変わってきています。そう

いった意味でぜひ、他のクラブと同じぐらいのレベルまで

は上げていく、それぐらいの気持ちがないといけないのか

なと思います。川越ロータリークラブは、来年７５周年を

迎えます。おそらく埼玉県では一番古いクラブですから、

私どもより古いクラブはありません。２０２０年の相原ガ

バナーが出るまでの間は、第４グループに非常にうるさい、

怖いおじいちゃんがいました。ご存知の方いらっしゃいま

すか。今はクラブもなくなり退会をされましたが、浅田さ

んという方です。その方から「おまえのクラブはガラパゴ

スだな。いつかの、ずっと昔のガラパゴスのままいるのか。

いまのロータリーは違うんだ、もう少し勉強しろ。」とよ

く言われたものです。いや本当に川越ロータリークラブ自

体が、ガラパゴス化でした。昔のロータリーのままだった

のです。地区にでて、いろいろなところで勉強することに

よって、若い会員、そしてご長老のご理解をいただきなが

ら少しずつ変わってきました。おそらくこちらのクラブも

そうなのかな。川越ロータリーが定款を取り入れて細則を

作りました。それが基本になって全部のクラブに回りまし

た。私が他のクラブの細則を見ていると、中身が少し違う

だけで、形はほとんど川越と同じです。推奨ロータリーク

ラブ細則とも全く違います。川越クラブに似ているのです。

なぜなのか長老に聞いたことがあるのですが、その長老い

わく「みんなうちのを真似していたんだよ。」と。その細

則もガラッと変わりました。ですので、やはり伝統だ、歴

史だと言ってそこにあぐらをかかないでもらいたい。常に

前を向いて新しいものを入れる、というところにぜひ挑戦



してほしいと思います。この六つが、新のロータリークラ

ブ、強いロータリークラブだと思います。 

 

まだ少し時間がありますので雑談させてもらいます。ク

ラブ行動計画のお話を聞いたことがありますか。「戦略的

優先事項」といって、四つのインパクトを与えます。この

四つ、これを計画するのは非常に難しいと思います。頭を

悩ませると思います。「大きなインパクトを与える。」っ

て何だろうと、大体の会長さんは頭を悩ますと思います。 

まず一つです。簡単に言いますと、数値で測れるもの。数

値で測れて、インパクトがあった、なかったと言えるもの

ということです。これは何かというと、一番簡単なのは、

会員増強。人数でわかります。また財団の寄付。金額でわ

かります。要するに国際ロータリーはこの二つをやっても

らいたいということなのだと思います。 

そして奉仕プロジェクト。公共イメージを良くなる。プ

ロジェクトを良くする。奉仕プロジェクトをすることによ

って、地域社会への貢献度が非常に上がります。例えば元

会長がいますが、商工会などとタッグを組んで一緒にイベ

ントをすることで、そこの青年部とか、そういった方々が

ロータリーっていいねとわかってくれると、会員増強にも

繋がります。だから奉仕プロジェクトやってねってそうい

う事だと思います。では、何をどうしたらいいんだという

ことです。一番簡単な方法をお教えします。今日、年度事

業計画書を持っていますか。定款を出してください。大体

どこのクラブも最後の方にあります。ロータリークラブ定

款第３条、これでいくと２と書いてあるところです。定款

の２、一番上、第３条、「クラブの目的」こちらご長老の

方だと思いますが、おそらくこの第５条の目的、要はこれ

です。ロータリーの目的というのは嫌ってほど昔から言わ

れてきたことです。知らない間にこのクラブの目的が入っ

てきました。なぜかはわかりませんが。このａｂｃｄｅを

やると、大体先ほど言った戦略的優先事項、これがカバー

できるという形です。 

まずは「ロータリーの目的」の達成を目指すことです。

この意味わかりますか。簡単なのは上からいくと、「クラ

ブ奉仕」「職業奉仕」「社会奉仕」「国際奉仕」というこ

とです。この４大奉仕がここに書かれている。単にそれだ

けのことですけれども、この目的を目指すことというのは、

今ロータリーは５大奉仕が組織規程に入ってこなくなっ

ていますから、我々が何か行動するときは、必ずこの中の

どれかに当てはまるから、これをやってくれということで

す。例えばクラブ奉仕。皆さん誤解するのが、クラブ奉仕

でクラブに奉仕するとはニコニコのお金を出すことでし

ょうか。これもそうかもしれません。クラブに奉仕すると

は非常に難しいですが、クラブに貢献する、クラブのため

になることをすると簡単に考えてみてください。そうする

とクラブのためになるわけですから、いろいろな書類が事

務局さんから届きます。中には書類の返信を出さない人も

います。常に間際にしか出さない人がいます。そうではな

く、予定がわかり次第できるだけ早く返信することで事務

局さん助かりますよね。例会の出席を一生懸命しています。

ニコニコも毎回しています。みんなで一緒に手助けしよう

というのが大体クラブ方針ですから、そういったことを考

えてやってくださいねというのが、このａの項目です。 

ａもｂも同じですが、ｂはこれに基づいた報酬プロジェ

クトを実施する。今国際ロータリーが言っている奉仕プロ

ジェクトは、地域社会奉仕か人道的奉仕をしてくださいと

いうこと。要は地域社会奉仕です。DDF を使った事業でも

結構です。人道的奉仕というのはグローバル補助金を使っ

た方が楽だと思います。そういった意味では財団や、社会

奉仕委員会にぜひ相談をしてください。 

ｃの「会員増強を通じてロータリーの発展に寄与する事」

これはもう当たり前の話ですね。ロータリー財団を支援す

る。寄付金をお願いしますとう、いわゆる国際ロータリー

のわがままなお願いです。 

そして最後に、ｅ「クラブレベルを超えたリーダーを育成

すること」と書いてありますが、クラブレベルを超えたリ

ーダーは、先ほども言いました様に入ってきた人を研修す

るだけではなく、ラーニングでもいいので、役員の方や理

事の方、そういった方がどんどん今のロータリーってこう

なんだ。元々のロータリーのこの委員会はこういう仕事な

んだ、と話してください。そういうときにはぜひご長老に

お力を借りるべきだと私は思います。昔の方はかなりよく

ロータリーを知っています。そういった意味では、𠮟られ

るかもしれませんが昔の方はその辺りの事をすごく教育

されています。是非実践して欲しいと思います。ですから

このａｂｃｄｅこれらをやると、これはいいですよ、これ

をやってくださいね、という国際ロータリーからのお願い

ですから、これをやれということではない。ということが

わかるのではないでしょうか。これで覚えた方が会長さん

は楽だと思います。「より大きなインパクトをもたらす」

とか「会員基盤を・・・」など非常に難しいところですが、

あくまでも定款に沿った形でやると、非常に簡単だろうと

思います。ぜひよろしくお願いします。 

その他、「四つのテスト」とかいろいろありますが、こ

ういうのを全部話していると、あと３０分必要になるので

今日はやめておきます。 

このお話だけさせてください。ご長老の方に言うと𠮟ら



れてしまうかもしれませんが、今海外に行くと、国旗やク

ラブ旗、鐘の置いてあるところの方が少ないです。ほとん

どやりません。今日は第１例会ではないですが、国歌を歌

います。ロータリーでなぜ国家を歌うのかということです。

元々１９２０年に東京ロータリーが発足し、途中で戦争に

なりました。戦争なったときに、外国語禁止令が出たと同

時に、アメリカから来たようなものはやってはいけない。

そのために外国語も使ってはいけない。野球だと、いい球、

悪い球と言います。ストライクと言ってはいけません。ス

トライクはいい球、ボールは悪い球と言っていたらしいで

す。ご存知ですよね。私は聞いたことあります。そういう

時代ですから、当然ロータリーというのはアメリカから来

たものだよな。ことによるとフリーメーソンか。といった

ような非常に警察から締め付けがありました。ですから当

時は寄居ロータリークラブでしたら、例会日が水曜日です

から「水曜会」という名前に変えました。「水曜会」とい

う名前に変えてロータリーをします。警察の取り調べが来

たときに、毎回国歌を歌っています。私達は日本国に忠誠

を誓っています。という意味合いの国歌なのです。それが

未だに続いています。これはやめろとは言いませんが、そ

ういった意味合いで続いています。ただ、国歌を歌うよう

になったきっかけを覚えていてください。ロータリーソン

グもまた別のお話がありますが、それは案外多くのところ

で歌っています。日本みたいにこんなにしっかり歌えませ

ん。これはロータリーソングでなくてもいいのです。ただ、

せっかくだから始まる前に歌でも歌って、和やかに例会を

始めようという歌です。たまたまそれがロータリーソング

だったということです。川越ロータリークラブでも２人ぐ

らいの会長はロータリーソングではなく、ふるさとなどを

歌っていました。今風のものはないとは思いますが、節度

を持った形で歌を歌えばいいと思います。 

そろそろ時間ですのでこの辺で終わりにしますが、また

何かロータリーのことでご質問があるようであれば、ぜひ

クラブ協議会時に質問してください。ご清聴ありがとうご

ざいました。 

 

会長 下条  誠さん 

坂口ガバナー、ありがとうございました。ガバナー卓話

の中で、標準定款の３条。「クラブの目的」については、私

も幹事と会長になるときに、定款、細則は結構きっちり読

んだつもりであったのですが、この３条に関しては簡単に

読み流しただけでしたが、先ほどのガバナーのお話で、こ

れが戦略的な計画に繋がるということでしたので、今後は

これをベースに寄居ロータリークラブでやれればと思い

ました。本当にありがとうございました。 

坂口ガバナーにもう一度大きな拍手をよろしくお願い

します。 
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